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広報伊丹■２０２３（令和５）年８月１日 第１４９９号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
８
０
１
０
２

堀
❶
井
❷
井
❸
藤
❹
堀
❺
堀
❻
藤
❼
井
❽
井
❾
井
⑩
井
11
井
12
井

作
品
を
募
集

第第
２２００
回回
鬼鬼
貫貫
青青
春春
俳俳
句句
大大
賞賞

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
第

２０
回
鬼
貫
青
春
俳
句
大
賞
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
対
象


１５
〜
２９
歳
（
１２
月
３１
日

時
点
）
▽
規
定


自
作
未
発
表
の
俳

句
３０
句
。
作
品
の
返
却
不
可
。

各
賞
あ
り
。

�
文
書
作
成
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、

作
品
の
最
初
に
題
名
と
作
者
名
（
ふ

り
が
な
）、
１
行
空
け
て
３０
句
、
末

尾
に
本
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月

日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
作
品
デ
ー
タ
を
保
存
し

た
記
録
メ
デ
ィ
ア（
Ｃ
Ｄ
か
Ｕ
Ｓ
Ｂ
）

と
紙
１
部
を
１０
月
１３
日
ま
で
に
郵
送

（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
８
９
５
宮
ノ

前
２
―
５
―
２０
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
鬼
貫
青
春
俳
句
大
賞
」
担
当

へ
。

◎
公
開
選
考
会
・
表
彰
式

１２
月
１６

日
㈯
午
後
１
時
半
、
同
館
で
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
主
宰
の
稲
畑
廣
太
郎
さ
ん

や
俳
人
の
塩
見
恵
介
さ
ん
な
ど
に
よ

る
公
開
選
考
会
・
表
彰
式
と
記
念
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。定

員
５０
人
。
参
加
料
千
円
。
申
し

込
み
は
、
１１
月
７
日
か
ら
電
話
で
同

館
へ
。
先
着
順
。

◎
「
俳
句
を
た
の
し
む
―
花
・
鳥
・

虫
」
展
を
開
催

８
月
２７
日
㈰
ま
で

同
館
で
。
観
覧
料
は
▽
一
般


２００
円

▽
高
校
・
大
学
生


１５０
円
▽
小
・
中

学
生
�
１００
円
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
�

７７２
・
５
９
５
９
）
へ
。

◆
俳
句
入
門
講
座
を
開
催

１０
月
４

日
〜
来
年
２
月
７
日
の
水
曜
（
全
５

回
）。コー

ス
と
開
催
時
間
は
▽
①
楽
し

も
う


午
前
１０
時
半
▽
②
は
じ
め
よ

う


午
後
１
時
。

内
容
は
①
俳
句
経
験
者
を
対
象
に

句
会
や
添
削
を
行
う
②
初
め
て
の
人

を
対
象
に
実
作
を
通
し
て
学
ぶ
。

定
員
各
若
干
名
。
参
加
料
各
４
千

２５０
円
。

�
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
�
７８１
・
８
８
７

７
へ
。
先
着
順
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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参参加加者者募募集集

介護の職場見学

市
は
、
介
護
の
職
場
へ
の
就
職
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
介
護
の
職
場
見
学
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

見
学
受
け
入
れ
事
業
所
は
左
表
の

通
り
。
見
学
日
時
は
伊
丹
市
介
護
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
相
談
・
調
整
の
上

決
定
し
ま
す
。

�
社
会
福
祉
事
業
団
内
、
伊
丹
市

介
護
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
�
７８４
・
９

９
８
７
）
へ
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催

８
月
２１
日
㈪
午
後
２
時
、
東

リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。
認
知
症
の

人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
し
見
守

る
「
応
援
者
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

定
員
５０
人
。
無
料
。

�
８
月
１６
日
ま
で
に
伊
丹
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�
７８７
・
６
７
９

７
へ
。
先
着
順
。

◆
就
職
奨
励
金
付
介
護
職
員
初
任
者

研
修

９
月
４
日
〜
１２
月
８
日
の
月

・
水
・
金
曜
（
祝
日
休
講
）
の
午
前
９

時
半
、オ
ア
シ
ス
千
歳（
中
央
４
）で
。

受
講
後
に
就
職
奨
励
金
、
介
護
人

材
養
成
支
援
事
業
補
助
金
、
教
育
訓

練
給
付
金
な
ど
支
給（
要
件
あ
り
）。

対
象
・
定
員
は
介
護
職
就
職
希
望

者
３０
人
。
受
講
料
３
万
８
千
４００
円
。

�
８
月
１５
日
ま
で
に
協
同
の
苑
�

７７７
・
０
７
７
１
へ
。
先
着
順
。

【
就
職
奨
励
金
】
受
講
後
、
ヘ
ル

プ
協
会
、
協
同
の
苑
、
ジ
ェ
イ
エ
イ

兵
庫
六
甲
福
祉
会
の
い
ず
れ
か
に
１

年
以
上
の
勤
務
で
３
万
円
支
給
。

�
各
就
職
先
法
人
へ
。

【
介
護
人
材
養
成
支
援
事
業
補
助

金
】
受
講
後
、
市
内
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
就
職
予
定
で
１
万
９

千
２００
円
支
給
（
※
を
受
給
し
な
い
場

合
に
限
る
）。

�
受
講
後
、
１
年
以
内
に
市
介
護

保
険
課
�
７８４
・
８
０
３
７
へ
。

【
※
教
育
訓
練
給
付
金
】
対
象
は

ひ
と
り
親
家
庭
。
受
講
後
、
２
万
３

千
４０
円
支
給
（
雇
用
保
険
か
ら
同
様

の
給
付
金
を
受
給
で
き
る
場
合
は
１

万
５
千
３６０
円
）。
条
件
あ
り
。

�
９
月
３
日
ま
で
に
市
こ
ど
も
福

祉
課
�
７８０
・
３
５
１
８
へ
。

市

政
見
る
聞
く

審
議
会
を
開
催

◎
市
福
祉
対
策
審
議
会
第
２
回
障
が

い
者
部
会

８
月
８
日
㈫
午
前
１０

時
、
市
役
所
１
階
の
１０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
報

告
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
前
９
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

�
市
障
害
福
祉
課
�
７８４
・
８
０
３

２
。

◎
福
祉
対
策
審
議
会
第
２
回
高
齢
者

部
会

８
月
１７
日
㈭
午
後
２
時
、
市

役
所
２
階
の
２０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
伊
丹
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

９
期
）
の
策
定
に
つ
い
て
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
介
護
保
険
課
�
７８４
・
８
０
３

７
。

◆
市
保
健
医
療
推
進
協
議
会
委
員
を

募
集

市
は
、
健
康
増
進
事
業
な
ど

の
実
施
計
画
や
企
画
、
運
営
に
つ
い

て
専
門
家
と
意
見
交
換
（
年
１
〜
２

回
）
を
す
る
委
員
２
人
を
募
集
し
ま

す
。▽

応
募
資
格
�
市
内
在
住
の
２０
歳

以
上
▽
任
期
�
委
嘱
日
か
ら
２
年

間
。
報
酬
あ
り
。

�
用
紙
（
様
式
自
由
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校

名
）、
電
話
番
号
、
志
望
理
由
な
ど

を
書
き
「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
８００
字
以
内

の
作
文
を
添
え
て
、
８
月
１５
日
ま
で

に
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
０
８
９

８
伊
丹
市
千
僧
１
―
１
―
１
市
健
康

政
策
課
（
�
７８４
・
８
０
８
０
）
へ
。

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
は
お

早
め
に

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

の
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
期
限
は
９
月

３０
日
で
す
。
ポ
イ

ン
ト
申
し
込
み
サ

イ
ト
は
、
今
後
混

雑
が
見
込
ま
れ
、

一
部
の
決
済
サ
ー

ビ
ス
は
９
月
３０
日

よ
り
も
前
に
申
し

込
み
期
限
が
終
了

す
る
た
め
、
早
め

に
申
請
を
。

詳
し
く
は
、
同

ポ
イ
ン
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
予
約

シ
ス
テ
ム

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
予
約
で
待
ち
時
間
が
短

く
な
り
ま
す
。
予
約
に
は
、
交
付
通

知
書
に
記
載
し
て
い
る
製
造
管
理
番

号
（
は
が
き
右
上
）
が
必
要
で
す
。

予
約
は
受
け
取
り
希
望
日
の
４
開

庁
日
前
ま
で
に
▽

予
約
サ
イ
ト
（
下

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
り
可
）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
▽
市
市

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
担
当
に

電
話
を
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

を
開
催

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

み
が
で
き
る
出
張
窓
口
を
実
施
し
ま

す
。
日
時
と
場
所
は
、
次
の
通
り
。

▽
８
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬
�
イ
オ

ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
（
池
尻
４
）
１

階
の
光
の
広
場
▽
８
月
２３
日
㈬
・
２４

日
㈭
�
ラ
ス
タ
ホ
ー
ル
１
階
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
。
い
ず
れ
も
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
４

時
半
ま
で
）。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
休
日
開
庁

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
相

談
な
ど
が
で
き
る
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
�
８
月
２７
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
▽
会
場
�
市
役
所
１
階

の
市
民
課
窓
口
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
担
当
�
７８４
・
８
１
２
１
。

地
域
の
夏
イ
ベ
ン
ト

復
活コ

ロ
ナ
禍
も
一
段
落
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
て
き

ま
し
た
。

夏
の
地
域
行
事
で
あ
る
「
夏
祭

り
・
盆
踊
り
」
も
元
来
、
本
市
は

他
市
に
比
べ
て
も
盛
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
３
年
余
り
コ
ロ
ナ
禍

で
実
施
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
や
っ
と
以
前
の
姿
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
小
学
校
区
単
位

の
地
域
自
治
組
織
や
各
地
域
の
自
治

会
な
ど
の
皆
さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
、

小
学
校
の
校
庭
や
公
園
な
ど
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
夏
の

良
い
思
い
出
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
活
気
あ
る
地
域
の

つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
何
カ
所
か
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
そ
う
に
過
ご
し
、
地
域
の
方
々
が

交
流
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
地
域
へ

の
愛
着
を
育
む
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
は
、市
民
力・地
域
力
の
賜
物
で
す
。

そ
し
て
、
夏
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
い
た
み
花
火
大
会
」
は
８
月
２６
日

に
開
催
し
ま
す（
本
紙
１
面
参
照
）。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
７
波
の
最
中
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
行
い

な
が
ら
の
実
施
で
し
た
が
、
今
年
は

４
年
前
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
式
で
開

催
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
仕
掛
け
花
火
や
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
の
音
楽
連
動
花
火
が
復

活
し
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
自
粛
し
た

露
店
も
設
け
、
新
た
に
市
内
の
事
業

者
エ
リ
ア
も
設
置
し
ま
す
。
ま
た
昨

ユ

ー

チ
ュ
ー
ブ

年
に
引
き
続
き
、Y

ouT
ube

に

よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
い
ま
す
の

で
、
自
宅
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
当
日
、
良
い
天
気
に
な
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
。
皆
さ
ん
も
地
域
の
魅

力
に
ふ
れ
、
地
域
の
人
と
親
睦
を
深

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
、「
市
民
力
」「
に
ぎ
わ
い
」

「
つ
な
が
り
」
そ
ん
な
も
の
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
家
族

や
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
伊
丹
市
長

藤
原

保
幸
）

アライグマに注意
触らない・飼わない・通報する

外来種であるアライ
グマの目撃情報が寄せ
られ、令和３年度は４１
頭、４年度は３３頭を捕
獲しました。夏は幼獣

が自立し、農作物などへの被害が多くな
ります。アライグマの被害を防ぐために
対策を行いましょう。
アライグマは、狂犬病やアライグマ回
虫などの感染症を媒介する恐れがありま
す。アライグマを発見しても近づかず市
環境クリーンセンターへ連絡してくださ
い。
【家庭で行う被害防止策】▷餌付けをし
ない▷ペットの残り餌や生ごみなどを放
置しない▷ごみ集積場ではごみを出す時
間を厳守しネットをかける▷農作物の未
収穫物や落果実などを農地に放置しない
▷屋根裏や床下換気口などの穴をふさぐ
市環境クリーンセンター�７８２-０９６８

この広報紙は９万２０００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）

介護の職場見学事業 事業所一覧
住所
池尻６
森本１
昆陽東６
南本町１
荻野西１
堀池５
荒牧５
南町４
南野１
南野３
中野北４
桜ケ丘１
荒牧南１
鴻池２
広畑３
中央４
荒牧４
森本２
西野３
昆陽東５
船原１

荻野１

鋳物師５
中野西１
桜ケ丘１

事業所
オアシス伊丹池尻
ケイメゾンときめきデイサービス
愛ケアリハビリセンター
はつらつ空間ゆずりは
げんき塾ゆずりは
デイサービスセンター華結
株式会社ウェルネット研究所
わくわく倶楽部
エポック訪問看護ステーション
ケア・サポート・モリ
デイサービスこころね
伊丹ケアハートガーデン
星優訪問介護ステーション
陽だまりの家
SAIYOデイサービスリハビリセンター
伊丹市社会福祉事業団
社会福祉法人 ジェイエイ兵庫六甲福祉会
ローズパーク北摂
やさしい手伊丹
グリーンアルス伊丹
me―boi伊丹昆陽
HIBIS伊丹
わいわいの森
グッディスマイル
ポカポカスマイル
伊丹せいふう病院
社会福祉法人 明照会
医療法人社団 星晶会

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８


